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「
支
援
」か
ら「
協
働
」へ

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
県
内
８
つ
の
県
立

高
校
と
地
域
が
「
島
根
県
離
島
・
中
山
間

地
域
の
魅
力
化
・
活
性
化
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
地
域
と
学

校
が
主
体
と
な
り
、今
あ
る
魅
力
を
高
め
、

ま
た
新
し
い
魅
力
を
創
る
こ
と
で
学
校
を

活
性
化
し
、
減
少
し
て
い
る
生
徒
数
確
保

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
本
町
で
は
平
成

24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年

間
、
島
根
中
央
高
校
後
援
会
が
主
体
と

な
っ
て
こ
の

事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
今

年
度
か
ら
は
、

こ
の
事
業
や

本
町
が
取
り

組
ん
で
い
る

高
校
支
援
事

業
を
さ
ら
に

強
化
す
る
た

め
、“
高
校
魅

力
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
”
を
配
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
や
行
政
と

学
校
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
、
よ
り

一
層
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
事
業
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
で
子
ど
も
が
減
少
す
る

中
、
生
徒
数
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
寮
費
助
成

や
通
学
費
助
成
な
ど
で
学
校
を
【
支
援
】

す
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
「
学
力

向
上
事
業
」
や
「
部
活
動
強
化
事
業
」、「
ま

ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
」
な
ど
、
地
域

と
学
校
が
共
に
知
恵
を
出
し
、
関
わ
り
合

い
な
が
ら
【
協
働
】
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
島
根
中
央
高

校
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
県
内

だ
け
で
な
く
県
外
に
も
そ
の
魅
力
を
紹
介

し
、
生
徒
募
集
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

魅
力
づ
く
り
の
必
要
性

　

現
在
１
年
生
70
人
、
２
年
生
87
人
、
３

年
生
72
人
の
合
計
２
２
９
人
で
す
が
、
各

学
年
と
も
定
員
は
３
学
級
１
２
０
人
で
、

定
員
割
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
邑

智
郡
内
の
中
学
生
は
減
少
傾
向
に
あ
る
た

め
、
県
教
育
委
員
会
が
定
め
る
３
ク
ラ
ス

維
持
の
た
め
に
最
低
限
必
要
な
入
学
者
数

「
81
名
以
上
」
を
確
保
す
る
に
は
、
今
ま
で

以
上
に
学
校
の
魅
力
を
高
め
、
そ
れ
を
発

信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特集

　  

教
職
員
が
減
り
、
理
数
系
と
文
系

を
区
別
し
た
学
習
体
制
が
組
め
な

い
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
が
で

き
に
く
く
な
る
。

　  

部
員
数
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、

団
体
競
技
な
ど
の
部
活
動
が
存
続

で
き
な
く
な
る
。

　   

生
徒
間
の
競
争
や
交
流
が
少
な
く

な
る
。

　   

生
徒
や
教
職
員
の
減
少
は
地
域
経

済
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

︿�

生
徒
数
が
も
っ
と
減
る

可
能
性
が
あ
る
﹀

ま
ち
の
活
力
低
下
に

つ
な
が
る
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４
月
に
島
根
中
央
高
等
学
校
に
赴
任

し
、
吹
奏
楽
部
の
顧
問
と
な
り
ま
し
た

原
田
正
で
す
。

　
吹
奏
楽
部
は
１
年
生
８
名
（
川
本
中
学

校
出
身
者
が
６
名
！
）
が
入
部
し
、
総
勢

21
名
と
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
多
く
な
い

人
数
で
す
が
、
一
人
一
人
が
強
い
責
任
感

を
持
っ
て
、
黙
々
と
練
習
に
打
ち
込
む
姿

を
見
る
と
、
伝
統
校
の
精
神
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
年

度
の
目
標
は
、
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
中

国
大
会
出
場
で
す
。
聴
い
て
く
だ
さ
る

方
々
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
演

奏
を
目
指
す
の
は
勿
論
で
す
が
、
感
謝
の

気
持
ち
を
常
に
持
ち
、
音
楽
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
度

の
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
る
「
西
部
地
区
吹
奏

楽
祭
」
が
６
月
１
日
（
土
）
に
悠
邑
ふ
る

さ
と
会
館
で
開
か
れ
ま
す
の
で
、
是
非
御

来
場
い
た
だ
き
、
21
名
の
奏
で
る
音
楽
に

耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
い
た
し
ま
す
の
で
、
島
根
中
央

高
校
吹
奏
楽
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
二
十
数
年
前
に
川
本
高
校
に
入
学
し
、

吹
奏
楽
部
へ
入
部
。
卒
業
す
る
ま
で
の

三
年
間
と
い
う
も
の
、
勉
強
よ
り
部
活

ば
か
り
し
て
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

部
活
動
を
通
し
て
成
績
を
残
す
こ
と
も

大
切
だ
と
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
中
で
一
つ
の
目
標
へ
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
、
そ
し
て
同
じ
思
い
で
努
力
す
る

仲
間
と
い
う
も
の
は
、
将
来
間
違
い
な

く
自
分
と
い
う
人
間
づ
く
り
に
か
け
が

え
の
な
い
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
私
も
高
校
時
代
に
吹
奏
楽
を
通
じ
、

ま
た
、
現
在
は
仕
事
や
各
団
体
で
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
き
て
思
う
こ
と
で

す
。

　
中
央
高
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
は
、

ま
ず
音
楽
を
楽
し
み
、
言
葉
で
は
伝
え

ら
れ
な
い
、
人
が
感
動
す
る
音
楽
と
い

う
も
の
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
さ
ん
達
が
、
将
来
い
ろ
い
ろ
な

方
面
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！
島
根
中
央
高
校
吹
奏
楽

部
! !

　
今
年
度
か
ら
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
２
年
生
の

「
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」「
地
域
創
造
コ
ー
ス
」
の
計
35

名
が
、
６
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
、
町
内
の
事
業
所
で
社
会

体
験
・
職
業
体
験
を
行
い
ま
す
。
川
本
町
全
体
が
生
徒
達

の
学
び
の
場
と
な
る
の
で
す
。
３
月
に
は
成
果
発
表
も
行

い
ま
す
の
で
、
生
徒
達
の
活
動
が
有
意
義
な
も
の
に
な
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q 
思
い
描
く
島
根
中
央
高
校
像
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ⓐ�
生
徒
同
士
、
教
職
員
同
士
、
そ
し
て
生
徒
と
教
職
員
が
、
心

を
通
い
合
わ
せ
な
が
ら
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
。
時
に
は
支

え
合
い
な
が
ら
、
共
に
成
長
し
て
い
こ
う
と
ひ
た
む
き
に
努

力
す
る
。
勉
強
で
も
部
活
で
も
。
こ
の
地
域
全
体
を
道
場
と

す
る
「
人
間
道
場
」。
そ
ん
な
高
校
を
目
指
し
ま
す
。

Q 

島
根
中
央
高
校
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

Ⓐ�

普
通
科
コ
ー
ス
制
・
総
合
選
択
制
の
高
校
で
、
多
様
な
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
、
社
会
人
力
向
上
の
た
め
の
多
彩
な
科

目
も
設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数
指
導
を
生
か
し
、

就
職
に
も
難
関
大
学
進
学
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

に
も
全
力
で
取
り
組
め
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

Q 

魅
力
づ
く
り
に
必
要
な
も
の
は
何
で
す
か
。

Ⓐ�

ま
ず
「
思
い
」。
魅
力
の
あ
る
学
校
に
し
よ
う
と
心
か
ら
思
う

こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
（
生
徒
、
教
職
員
）
で
や
る
べ
き

こ
と
を
誠
実
に
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
。
次
に
「
し
か
け
」。

発
信
力
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
は
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
か
ら
は
、
温
か
い
「
思
い
」
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、町
と
協
働
で
様
々
な
「
イ
ベ
ン
ト
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

機
は
熟
し
た
と
思
い
ま
す
。

「
ま
ち
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
学
習
」

島
根
中
央
高
校
の
魅
力
と
は
？

　
音
楽
の
町
の
川
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
吹
奏
楽
部
が
、
復
活
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
部
員
が
た
っ
た
１
人
に
な
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
21
名
と
な
り
、
放
課
後
に
は
高
ら
か
に
響
く
楽
器
の
音
色
や
、
は
き
は
き
と

し
た
吹
奏
楽
部
ら
し
い
挨
拶
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
全
国
の

舞
台
で
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

吹奏楽部 顧問原田先生
コメント

OBからのエール（平成５年度卒）島根県商工会青年部連合会会長　木村孝司



（4）平成25年５月20日発行  広報かわもと №505

悪循
環を好循

環へ変えていきましょう！

子
ど
も
の
人
権
②

　

本
人
に
悪
気
が
な
く
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
の
に
、

人
間
関
係
や
集
団
生
活
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、発
達
障
が
い（
Ｌ
Ｄ
、Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
、

広
汎
性
発
達
障
が
い
等
）
の
特
性
を
抱
え
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、
そ
の
特
性
が
あ
る
人
は
ま
れ
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
周
囲
に
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

周
り
の
サ
ポ
ー
ト
で
、実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
次
第
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
も
つ
い
て
き
ま
す
。

早
期
発
見
と
早
期
対
応
で
お
子
さ
ん
の
特
性
を
理
解
し
、

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
周
囲
が
そ
の
子
を
理
解
し
、
本
人
が
自
己
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
適
切
な
支
援
が
な
け
れ

ば
、
自
分
に
自
信
が
も
て
な
く
な
り
、
や
る
気
を
な

く
し
た
り
、
自
分
を
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
い
こ
ん
だ

り
す
る
こ
と
へ
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
問
題

行
動
や
不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
や
体
調
を
崩
す
な
ど

様
々
な
二
次
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
本
人
や
家
族
の
抱
え

て
い
る
困
難
さ
を
家
庭
・
地
域
・

集
団
の
場
で
気
づ
き
、
で
き
る
だ

け
早
く
相
談
し
、
適
切
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

脳
機
能
の
障
が
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
原

因
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
護
者
の
育
て
方

や
本
人
の
努
力
が
足
り
な
い
、
テ
レ
ビ
の
見
過
ぎ
な

ど
の
原
因
で
起
こ
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
間
違
い
で
す
。

（
相
談
窓
口
）
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

□
川
本
町
役
場 

健
康
福
祉
課 

７
２
・
０
６
３
３

□
川
本
町
教
育
委
員
会 

 

７
２
・
０
７
０
４

□
子
ど
も
と
家
庭
電
話
相
談
室
（
島
根
県
）

 

０
１
２
０
・
２
５
８
・
６
４
１

・「
大
切
な
お
話
を
２
つ
す
る
よ
」と
事
前
に
伝
え
る

・
伝
え
た
い
こ
と
は
、
短
く
具
体
的
に
す
る

・
大
事
な
こ
と
は
言
葉
だ
け
で
な
く
視
覚
に
う
っ
た
え
る

・「 

ま
た
、
人
の
話
を
き
い
て
な
い
」と
言
う
よ
り
、「
わ

た
し
の
顔
を
見
よ
う
ね
」と
い
う
言
い
方
に
変
え
る

・「 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ね
」で
は
な
く
、「
○
分
待
っ
て
ね
」

と
伝
え
る

○
い
い
こ
と
を
見
つ
け
、
褒
め
る

○
い
け
な
い
こ
と
は
具
体
的
に
伝
え
る

○
曖
昧
な
表
現
は
さ
け
、
肯
定
的
な
言
い
方
で
伝
え
る

○
ル
ー
ル
は
明
確
に
す
る
（
紙
に
書
く
な
ど
）

○
声
を
張
り
上
げ
な
い
で
肯
定
的
に
伝
え
る

　

子
ど
も
た
ち
は
い
ず
れ
仕
事
に
就
き
、
自
立
の
方
向
に

向
か
っ
て
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
の
時
期
か
ら
て

い
ね
い
に
支
援
し
て
、
生
活
ス
キ
ル
を
育
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
家
族
の
安
心
感
が
、
子
ど
も
に
自
信
を
も
た
せ
、
興

味
や
関
心
を
広
げ
ま
す
。

具
体
的
な
伝
え
方
の
例

一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す

視
野
を
広
げ
て
一
歩
ず
つ

早
く
し
な
さ
い
！
い
つ
ま
で
か
か
る
の
！

じ
っ
と
し
て
な
さ
い
！
　

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い
の
！

何
度
言
っ
た
ら
わ
か
る
ん
だ
！

ダ
メ
な
子
だ
！

他
の
子
は
み
ん
な
で
き
て
い
る
の
よ

発
達
障
が
い
の
誤
っ
た
と
ら
え
方

好ましい
行動を
ほめる

親子や他者への
信頼関係の構築

意欲の高まり・達成感
（積み重ねの成功体験）

見てくれている
認められている

（安心・自信・自尊感情）

困った子
（焦り・混乱）

厳しい罰
（自己嫌悪・自信喪失）

がんばっているのに！
イライラ（反抗・言い争い）

手に負えない
（無力感）

二次障害に
つながることも
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こころの健康ボランティア養成講座の受講者募集!!

１．避難発令内容
　 役場から発表する内容には下記の３種類があります。発表にあたっては、町防災行政無線や

消防団車両などによる広報で周知します。
　　※避難準備→避難勧告→避難指示の順で発令の基準が高くなっています。

　こころの病気や精神障がい者のよき理解者となり、生活や社会参加を地域で支えるこころの
健康ボランティアの養成講座を行います。

【対　　象】 精神保健福祉活動やボランティア活動に関心がある方で、原則４回すべて
受講できる方。

【募集定員】20名（先着順）　　　　【申込締め切り】 ６月28日（金）
【日時・会場・内容】

主催：こころの健康ボランティア養成講座実行委員会（うさぎの会・亀の子・大田市社会福祉協
議会・大田市社会福祉課・県央保健所）

【参加費】無料（ただし、ボランティア活動保険加入希望の方は300円必要　※第１回目に徴収）
＜参加申込み・お問合わせ先＞
 県央保健所　健康増進課（実行委員会事務局）　☎（0854）84－9823

２．避難場所
　● 各地区の集会所等が避難場所です。ただし、避難所まで距離があるなど避難が難しい場合に

は、自宅又は近くの民家でも構いません。しかし、その場合、裏側（裏山側）ではなく、表
側(道路側)に避難してください。なお、２階があるところは、２階の表側に避難してください。

３．何かあった場合	 　　川本町役場まで　☎（５）72－0631
　川本町災害避難訓練が実施されます。
　日　時：平成25年６月２日（日）８:30 ～　 テーマ：水害または土砂災害時の避難訓練

避難準備 避難勧告 避難指示
○ 災害が起こる前に迅速に避難

ができるよう準備をする段階
○ 避難所まで距離がある、高齢

や障がいなど
　で支援が必要
　な方は避難を
　開始する段階

○ 災害の危険が非常に高い
状態で、避難ができる方
は避難をする段階

○ 災害が起きる前触れ（小石の
崩落や地鳴りがするなど）が
現れたり、人的被害の発生す
る危険が高い状況で、『避難
勧告』の後に発令し、確実な
避難を行う場合

○ まだ避難していない場合は、
直ちに安全な場所まで避難を
行い完了しなければならない

災害発生時の避難について防 災 情 報

日　　時 会　　場 内　　　　容

第１回 ７月24日（水）
13:30～15:30 県 央 保 健 所 ○講義・演習　「聞き上手になるためには」

第２回 ８月26日（月）
13:30～15:30 県 央 保 健 所 ○講義　「障がいの特性について」　

第３回 ９～10月頃 大 田 市 内

○ 実習　うさぎの会（精神保健福祉ボランティア組織）
の活動への参加

内容： 精神障がい者との活動を通した交流（軽スポーツ、
レクリエーション等）　

第４回 11月頃 県 央 保 健 所 ○うさぎの会との交流
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　児童手当を受給している人は、平成25年６月１日現在の状況を届け出る必要があります。
　５月にお送りする「現況届」にご記入の上、必ず６月28日までに提出をお願いします。
　提出されない場合は、６月分以降の手当が受給できませんのでご注意ください。

 提出するもの
　○　現況届（６月１日現在の状況を記載）
　○　健康保険証の写し（国民年金加入者は必要なし）
　　※ 平成25年１月１日に川本町にお住まいでなかった方は、平成25年度（24年分）の所得証明書

が必要です

 提 出 期 限　　６月28日（金）必着
 提出先・お問い合せ先　　役場健康福祉課　福祉係　（５）72－0633
　　※ 公務員の方は各職場での手続きになります。

　がん検診における受診促進を図るとともに、がんの早期発見と正しい健康意識の普及啓発
を図るため、一定年齢に達した方に対して、女性のための検診手帳・大腸がん検診手帳と検
診費用が無料になるクーポン券を送付します。
※ 大腸がん検診は今年度、全員無料で受けられますので、クーポンの送付はいたしません。

ご了承下さい。

・乳がん検診無料クーポン、検診手帳の配布対象者
　平成24年度に40・45・50・55・60歳になられた女性
・子宮頸がん検診無料クーポン、検診手帳の配布対象者
　平成24年度に20・25・30・35・40歳になられた女性
・大腸がん検診手帳の配布対象者
　平成24年度に40・45・50・55・60歳になられた男性・女性

〈川本町は、胃がん・大腸がん検診は30％、乳がん・子宮頸がん検診は20％を目標値としています〉

平成24年度の川本町の受診状況は…
☆胃がん検診　　23.4％（383人） ☆大腸がん検診　35.4％（647人）
☆子宮がん検診　15.6％（217人） ☆肺がん検診　　40.4％（805人）
☆乳がん検診　　19.7％（211人）

Q 川本町のがん検診ってどれくらいの人が受診しているの？

～乳がん・子宮頸がんの無料クーポンを配布します～

　川本町の死亡の１位は「がん」であり、５人に１人はがんで亡くなっている現状にありま
す。
　がんは、早く見つかればそれだけ完治の可能性も高くなり、治療にかかるお金や時間の負
担も軽くなります。検診は症状がない健康な人も対象ですので、自分自身の健康な体を維持
するために、がん検診を定期的に受けることが重要です。

児童手当を受給している皆さん 手続きをお願いします
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　平成17年から積極的な勧奨を控えていた日本脳炎の予防接種を、平成22年から定期の
予防接種勧奨として実施することになりました。下記の方が今年度の対象です。

【対象者】
①第１期の初回接種
　・３歳～４歳のお子さん及び７歳半までの未接種のお子さん
　・小学校１、２年生（平成17年４月２日～平成19年４月１日生）
②第２期
　・高校３年生（平成７年４月２日生～平成８年４月１日生）
　それぞれ対象の方には予診票を配布いたしますので、予診票が届きましたら、体調
の良いときに早めに接種しましょう。

※ 上記以外で、平成８年４月２日から平成13年４月１日生まれのお子さんで予防接種を
希望される方は、川本町役場健康福祉課までお問い合わせ下さい。

■お問い合わせ先■  川本町役場健康福祉課　☎（５）72－0633

　栄養価はあまり高くありませんが、食物繊維セルロースが豊富で、たんぱく質・ビタ
ミンＢ１・Ｂ２・カリウムを含みます。アミノ酸の一種である旨み成分を多く含んでいます。
　やわらかい先端部分（姫皮）は、酢の物や和え物に、穂先は炊き込みご飯に向いて
います。歯ごたえのある中央部分は、煮物や炒め物に幅広く使えます。
　今が旬のたけのこ。積極的に料理にとり入れましょう。

① 野菜は食べやすい大きさに切る。
② 豆腐は、1.5cm角位の大きさに切る。
③ 鍋を火にかけ、油をひき、熱する。
④ ③で豚こま肉・にんじんを炒める。
⑤  にんじんにほぼ火が通ったら、たけのこ・キャベ

ツ・しいたけ・えびを入れ、さらにさっと炒める。
⑥  ⑤に材料がかぶる位の水とチキンブイヨン・しょう

ゆを入れる。
⑦  材料が煮えたら豆腐・チンゲンサイを入れさっと煮

る。
⑧  ⑦に水で溶いた片栗粉を入れてとろみをつけ、一

煮立ちさせる。

豆腐………………………………… 1/2丁
豚こま肉…………………………… 100g
むきえび（中） …………………… 100g
にんじん…………………………… 1/4本
キャベツ…………………………… 大１枚
たけのこ（小） …………………… 1/4本
しいたけ……………………………… ４枚
玉ねぎ……………………………… 1/4個
チンゲンサイ……………………… 1/2株
チキンブイヨン………………… 大さじ１
油………………………… 小さじ１・1/2
片栗粉…………………… 大さじ１・1/2

材　料　4人分 作　　り　　方

＊１食で野菜が１人分約100ｇ摂れます。不足した量は他の食事で補いましょう!!

野菜を食べよう！
１日１人350g
（小鉢５皿分）
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百
合
子
さ
ん
が
出
演
。
町
の
特
産
品
や

活
動
の
紹
介
を
通
じ
て
、
川
本
の
元
気

と
健
康
が
全
国
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
放
送
後

に
は
、
遠
方

に
お
住
ま
い

の
方
か
ら「
ラ

ジ
オ
聞
い
た

よ
」と
い
う
嬉

し
い
ご
連
絡

を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

大
き
く
育
て
！

�

鮎
の
稚
魚
放
流

交
通
安
全
は
つ
ら
つ

�

モ
デ
ル
地
区
指
定

障
が
い
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ

�

ホ
ー
ム
「
さ
つ
き
」
が
竣
工

町
の
史
跡
探
索

�

山
城
「
赤
城
」
編

5
月
13
日（
月
）
川
本
小
学
校
5
年

生
20
名
が
、
江
の
川
で
約
５
千
匹
の
鮎

の
稚
魚
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
社
会
科
の
水
産
業
の
学
習
の
一
環

で
、
地
域
の
漁
業
の
仕
組
み
を
知
り
、

従
事
す
る
方
の
思
い
を
知
る
目
的
で
、

江
の
川
漁
協
の
協
力
で
、
旧
川
本
西
小

学
校
の
時
代
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
一
人
一

人
バ
ケ
ツ
に
入
っ
た
鮎
の
稚
魚
を
放
流

し
、
江
の
川
で
大
き
く
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
。

西
公
民
館
管
内（
日
向
、因
原
、三
島
、

西
、
八
幡
）
が
、
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
４
月
11
日
に
行
わ
れ
た
指
定
式

で
は
、
川
本
警
察
署
長
か
ら
指
定
書
と

幟
旗
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
公
民
館
を
中
心
に
地
域
と
行

政
が
連
携
し
て
交
通
安
全
教
室
の
開
催

や
訪
問
指

導
な
ど
を

通
じ
て
、

交
通
事
故

防
止
に
努

め
て
い
き

ま
す
。

連
休
明
け
の
5
月
7
日（
火
）、
道
の

駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
か

わ
も
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ「
こ
こ
は

ふ
る
さ
と
旅
す
る
ラ
ジ
オ
」の
公
開
生

放
送
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青
空
の
広
が

る
屋
外
特
設
会
場
に
は
、
昼
12
時
30
分

か
ら
の
放
送
を
前
に
大
勢
の
方
が
集
ま

り
、
軽
快
な
音
楽
と
と
も
に
放
送
が
始

ま
る
と
大
き
な
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。

地
元
か
ら
は
、
川
本
町
商
工
会
の
大

迫
事
務
局
長
、
川
本
エ
ゴ
マ
の
会
の
竹

下
禎
彦
さ
ん
・
美
智
子
さ
ん
夫
妻
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
明
る
い
農
村
の
門
田
栄
一
さ

ん
、
手
紡
ぎ
工
房
ダ
・
カ
ー
ポ
の
百
田

４
月
22
日（
月
）、
因
原
地
区
の
旧
江

川
荘
跡
地
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
障
が

い
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
さ
つ
き
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
竣
工
式
に
は
、
施
設
を
設
置
・
運

営
す
る
、社
会
福
祉
法
人
わ
か
ば
会（
美

郷
町
小
谷
）の
理
事
長
を
は
じ
め
、
川

本
町
長
、
川
本
町
議
会
議
長
、
因
原
自

治
会
長
等
の
来
賓
な
ど
、
約
30
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
入
居
定
員
は
６
名
で
、
居
室

は
全
て
個
室
、リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
、

浴
室
、
ト
イ
レ
等
は
共
同
で
の
利
用
と

な
り
ま
す
。　

障
が
い
者
ケ
ア
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、施
設
や
病
院
か
ら
の
退
所・

退
院
を
希
望
さ
れ
る
方
々
が
、
地
域
の

3
月
31
日（
日
）、
か
つ
て
川
本
町
に

存
在
し
た
赤
城
の
探
索
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
川
本
町
商

工
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
昨
年
10
月

の
温
湯
城
跡
の
探
索
に
続
く
、
2
回
目

の
探
索
に
な
り
ま
す
。
赤
城
は
14
世
紀

に
小
笠
原
氏
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
山

城
と
い
わ
れ
て
お
り
、
三
瓶
山
・
江
の

川
・
美
郷
町
を
見
渡
せ
、
鉱
山
開
発
の

拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
探
索
は
、
町
内
外
か
ら
27
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
地
元
の
方
の
案
内

で
、
爽
快
な
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、

銀
山
の
支
配
争
い
や
小
笠
原
氏
に
関
す

る
史
実
を
学
び
ま
し
た
。

川
本
町
商
工
会
の
三
好
正
師 

副
会

長
は「
川
本
町
の
史
跡
を
再
認
識
し
、

将
来
的
な
観

光
資
源
に
で

き
る
か
検
討

材
料
に
し
た

い
。」と
話
さ

れ
ま
し
た
。

川
本
町
商
工

会
で
は
、
今

後
も
町
内
の

史
跡
の
探
索

を
続
け
る
予

定
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送�

「
８０
ち
ゃ
ん
号
」
が
や
っ
て
き
た
！

ハ
チ
マ
ル

中
で
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が

ら
生
活
す
る
大
変
重
要
な
住
居
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
施
設
を
拠
点
に
、
障
が

い
者
の
福
祉
の
増
進
だ
け
で
な
く
、
人

口
の
増
加
や
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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４
月
10
日
（
水
）
に
中

央
高
校
体
育
館
で
、
対
面

式
が
あ
り
、
生
徒
会
長
の

歓
迎
の
言
葉
に
続
き
、
新

入
生
代
表
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文
化
部
・
運
動
部
・
ｓ
ｃ

ク
ラ
ブ
（
し
ま
ち
ゅ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
運
営
す

る
ク
ラ
ブ
員
）
の
合
計
20
の
部
活
動
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

各
部
と
も
活
動
内
容
を
紹
介
し
、
新
入
生
に
加

入
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

70
名
の
新
入
生

も
新
た
な
学
校
生

活
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
教
育
目
標
の

ひ
と
つ
で
も
あ
る

「
一
人
一
人
が
自

分
の
夢
を
見
つ

け
、
夢
に
向
か
っ

て
自
ら
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
生
徒
」

に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

４
月
17
日（
水
）は
全
学
年
一
斉
の
遠
足
で
し
た
。

学
校
を
出
発
す
る
時
は
天
気
が
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
年
生
は
安
佐
動
物
園
、
二
年
生
は
宮
島
、

三
年
生
は
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
活
動
の
一
環
と

し
て
広
島
平
和
記
念
公
園
や
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
に

出
か
け
ま
し
た
。
広
島
で
は
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
、

生
徒
間
や
教
職
員
と
の
親
睦
も
深
ま
り
各
学
年
最

高
の
遠
足
で
し
た
。

４
月
５
日
（
金
）、
川
本
町
「
さ
く
ら
ま

つ
り
」
で
家
庭
ク
ラ
ブ
の
生
徒
た
ち
が
ク
ッ

キ
ー
、
ミ
カ
ン
入
り
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
え

ご
ま
・
抹
茶
・
コ
コ
ア
味
の
ワ
ッ
フ
ル
を

手
作
り
し
、
販
売
し
ま
し
た
。
味
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
30
分
で
完
売
し
、
町
内
の
方
々

に
大
好
評
で
し
た
。

ま
た
入
学
式
で

は
、
新
入
生
へ
手

作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ

を
作
り
、
新
入
生

の
胸
元
を
飾
り
会

場
を
華
や
か
な

ム
ー
ド
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

バレーボール部
中国高校選手権島根県予選（県立浜山体育館）　
　予選リーグ　島根中央 ２－０ 大田
　　　　　　　島根中央 ２－０ 松江市立女子
　ベスト８決定戦
　　　　　　　島根中央 ０－２ 安来
男子バスケットボール部
中国高校選手権島根県予選 （県立体育館） 
　１回戦　島根中央　51－64　隠岐
野球部
島根県春季高校野球西部地区予選（浜田市野球場）
　島根中央　２－０　石見智翠館
　島根県大会出場決定
島根県春季高校野球島根県大会（松江市営野球場）
　島根中央　１－０　出雲商業
　島根中央　２－７　開星
剣道部
中国高校剣道島根県予選　（島根県立体育館）
　男 子 団 体　１回戦　島根中央 ３－１ 三刀屋
　　　　　　　２回戦　島根中央 ０－４ 松江東
　男子個人戦　井下慈舟　品川洸紀　三回戦進出

陸上部
出雲陸上競技大会 （県立浜山公園陸上競技場）
　砲丸投げ　　　左田野圭伍　10ｍ28　第３位
島根陸上競技選手権大会（益田陸上競技場）
　女子やり投げ　青木果李奈　28ｍ51　第８位
　中国大会出場
ソフトテニス部
中国大会予選県予選兼県総体西部地区予選
　男子団体戦　予選リーグ
　　島根中央　０－３　江津工業
　　島根中央　０－３　浜田
　女子団体戦　予選リーグ
　　島根中央　２－１　津和野
　　島根中央　１－２　益田
　　島根中央　０－３　益田翔陽
　男子個人戦
　　梶　　滉平・重富大樹　２回戦進出
　　長谷田陽樹・立石大和　２回戦進出
　女子個人戦
　　中野未紀・野村京香　　２回戦進出

（部活動・大会名・結果） ５/７�現在
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いいお顔のひろば ミニ読書会

かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

《一 般 書》本屋大賞
　　　　　　�2004年～2013年までの本屋大賞受

賞作品を紹介します。
《児 童 書》雨の日だからこそ
　　　　　　 雨にまつわるお話や、雨の日でも楽

しめる室内遊びの本を紹介します。
《特別展示》島根県立図書館巡回絵本

6月の展示

かわもと図書館　Tel.0855-72-0025  Fax.0855-72-1061 E-mail : kawamoto-library@kawamoto-town.jp

すこやかセンターで月２回行っています。

《一般向き》

黙示� 真山　仁／著　新潮社
　静岡県の茶園で夏休みの養蜂教室
が開かれていた最中、突然農薬散布
中のラジコンヘリが墜落しました。
農薬の危険性、大量死するミツバチ、
米中の食糧戦略。日本の「食と農業」
を呑み込む巨大な敵とは何か。農業
をテーマにした小説です。

心� 姜尚中／著　集英社
　親友を喪った青年と、ある秘密を抱
えた先生の間で交わされたメールのや
りとりを通して、自分とは何か、人と
は何かということを描いた物語。逆境
を生きる若者たちに贈る長編小説で
す。

《児童書》

トランプおじさんと家出してきたコブタ
� たかどのほうこ／著
� にしむらあつこ／絵　偕成社
　動物の言葉がわかるトランプおじさ
んは、少し変わり者と評判です。でも
動物たちにはとても人気があります。
そんなおじさんを頼って、ある日奇妙
なお客がとびこんできました。「どう
ぶつ文字・あいうえお表」が見返しに
ついていますよ。

まゆとうりんこ
� 富安陽子／著　降矢なな／絵　福音館書店
　やまんばの娘まゆは、迷子になっ
たうりんこぼうやと出会います。ま
ゆは、うりんこぼうやの為にご飯を
食べさせてあげたり、子守唄を歌っ
てあげたりして大はりきりです。う
りんこぼうやの１日お母さんになっ
た女の子のお話です。

６/14㊎
10：00～13：00
内容 クッキング
　　 読み聞かせ
　　 移動図書館

６/19㊌
10：00～11：30
内容 アート活動
　　 読み聞かせ

Vol.1

始めてみよう親子読書
　かわもと図書館では、家族の方が子どもに
家庭で絵本を読み聞かせる「親子読書」をお
すすめしています。本には、子どもの
話す力・聞く力を伸ばすだけでなく、
想像力や感受性を育む力もあります。
絵本の読み聞かせをすることで、子ど
もの力を育みながら親子で心のふれあ
いを始めてみましょう。

　かわもと図書館の様々なサービスを紹介します。
～ ミニ読書会 ～

　すこやかセンターで在宅児家庭の親子を対象
とした活動「いいお顔のひろば」が開催されて
います。図書館も絵本の読み聞かせや本の貸し
出し（移動図書館）を行っていますのでお気軽
にお越しください。
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６月 

大
ホ
ー
ル

１日
（土）

西部地区吹奏楽祭
　開　　場／9：30　　開　　演／10：00
　島根県西部地区で毎年開催される吹奏楽祭です。
　 今年はふるさと会館での開催です。入部した

ての１年生にとっては初の大舞台となりま
す。若さあふれる演奏をお楽しみ下さい！

　出　　場／県西部の中学校、高等学校吹奏楽部、大学・一般吹奏楽団
　主　　催／島根県吹奏楽連盟

７月 

ロ
ビ
ー
&
大
会
議
室

１日
（月）

～

７日
（日）

ふるさと会館の七夕飾り
　例年開催する七夕飾り。ロビーに今年も飾ります。
　あなたの願いをふるさと会館から天に届けてみま
せんか！
　 ◎七夕飾りオープニング企画 
　（７／1（月）19:00～　予定）
　☆本の読み聞かせ　　☆歌と吹奏楽アンサンブル外   

大
ホ
ー
ル

15日
（月祝）

邑智地区「吹奏楽のつどい」
　開　　場／12：30　　開　　演／13：00　   
　郡内各中学校、高等学校の吹奏楽部のコンクールに向けた発表会。  
　コンクール課題曲や自由曲を中心とした内容となっています。   
　出演校等／川本中学校、島根中央高校、悠邑ふるさと吹奏楽団
　　　　　　郡内中学高校吹奏楽部各校  
　主　　催／島根県吹奏楽連盟   
　主　　管／島根県吹奏楽連盟邑智支部

７月の
チケット
発売情報

宝くじ文化公演「工藤重典コンサート」
　一般　1,500円　　高校生以下　1,500円 （当日は各500円増）  
　◇７月27日チケット発売開始！  
　 第２回パリ国際フルートコンクールなど数々のコンクールで優勝し、世界的な 

フルート奏者の工藤重典が凄腕奏者達と木管五重奏を奏でます。乞うご期待！

お問い合わせ：悠邑ふるさと会館　Tel.0855-72-0001　HP.http://www.kawamoto-town.jp/yuuyuu/

6月～7月

入場料
無料

入場料
無料

9/28㈯開催！



情報じょうほう交差点こうさてん

合
同
労
働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

従
業
員
と
事
業
主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ

ル
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
23
日（
日
）11
～
15
時
30
分

▽��

場
所　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店

　

 

２
階
会
議
室（
浜
田
市
黒
川
町
１
２
３

－

９
）

▽
料
金　
無
料（
秘
密
厳
守
し
ま
す
。）

　

従
業
員
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。
当
日
受
付
も
し
ま
す

の
で
、
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問�

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
８
５
２

－

22

－

５
４
５
０

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
10
～
12
時
・
13
～
15
時

▽
場
所　
川
本
簡
易
裁
判
所

▽ 

内
容　
法
律
相
談
全
般

※
要
予
約

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

問�

川
本
簡
易
裁
判
所 

☎
72

－

０
０
４
５

労
働
保
険
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、

年
度
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

（
６
／
１
～
７
／
10
）

　
ま
た
、
年
度
更
新
等
の
手
続
き
を
正
し

く
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
労
働
保
険

料
等
申
告
書
相
談
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
26
日（
水
）11
～
15
時

▽
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本 

会
議
室

問�

島
根
労
働
局

 

☎
０
８
５
２

－

20

－

７
０
１
０

島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校

　  「
学
校
公
開
週
間
」
の
ご
案
内

　

島
根
県
立
江
津
清
和
養
護
学
校
で
は
、

教
育
や
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、
学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　
６
月
10
日（
月
）～
14
日（
金
）

　
10
・
12
・
14
日
は
13
時
30
分
～

　
11
・
13
日
は
９
時
30
分
～

▽�

内
容　

学
校
施
設
見
学
・
授
業
見
学
・

参
加
型
授
業（
児
童
生
徒
向
け
）・
体
験

型
研
修
、
等

▽
申
込
締
切　
５
月
30
日（
木
）17
時
ま
で

問�

島
根
県
立
清
和
養
護
学
校

�

☎
０
８
５
５

－

52

－

２
６
１
３

N
H
K
学
園
通
信
講
座
の

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
者
募
集

　

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

受
講
内
容　
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・

資
格
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講

座
が
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間　
通
年

▽
受
講
年
数　
３
ヶ
月
～
１
年

※
そ
の
他
、
詳
細
は
左
記
ま
で

問�

N
H
K
学
園　

　
〒
１
８
６

－

８
０
０
１

　
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

36

－

２

 

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１

「
し
ま
ね
版
特
区
」

　
　
　
　
　

 

申
請
受
付
に
つ
い
て

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」は
、
み
な
さ
ん
が

地
域
の
活
性
化
の
た
め
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
事
業
が
、
様
々
な
規
制
に
よ

り
実
施
が
困
難
な
と
き
に
、
規
制
の
特

例
措
置
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

実
現
を
は
か
る
制
度
で
す
。

　

市
町
村
、
民
間
事
業
者
な
ど
、
ど
な

た
で
も
申
請
可
能
で
す
。

▽
受
付
期
間　
5
月
17
日（
金
）～
31
日（
金
）

問�

島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課

�

☎
0
8
5
2

－

22

－

5
0
6
５

平
成
25
年
度
第
1
回
難
病
専
門
相
談

　

県
央
保
健
所
で
は
難
病
で
お
困
り
の

方
に
対
し
て
、
専
門
医
に
よ
る
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
6
月
18
日（
火
）

　
　
　
　
9
時
30
分
～
12
時

▽
場
所　
県
央
保
健
所

▽
相
談
料　
無
料

▽
申
込
締
切　
6
月
7
日（
金
）

問�

県
央
保
健
所　
医
事
・
難
病
支
援
課

�

☎
0
8
5
4

－

84

－

9
8
2
4

平
成
25
年
度
難
病
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

　

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
難
病
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

・
あ
す
て
ら
す（
大
田
市
）

　
9
月
17
日（
火
）

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

・
浜
田
保
健
所

　
6
月
18
日（
火
）・
11
月
19
日（
火
）

　
12
時
30
分
～
15
時
30
分

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

問�

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
8
5
3

－

24

－

8
5
1
0

川
本
町
の
行
政
相
談
員
は
清
水
哲
之
介
さ
ん
で
す

　

清
水
哲
之
介
さ
ん（
下
新
町
）
が
、
引

き
続
き
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
27
年
３
月
31
日

ま
で
に
な
り
ま
す
。
川
本
町
で
は
、
今

後
、
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所

の
開
設
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
人
で
、
無
報
酬
で
、
行

政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
・

苦
情
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の

た
め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通

知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。



1■
H
IV
検
査
普
及
週
間

　（
～
7日
）

♪
西
部
地
区
吹
奏
楽
祭

　（
10:00～

）
大
ホ
ー
ル

2
3

4
   （

会
館
・
図
書
館
休
館
日
）5

6
7

8
■
防
災
訓
練

■
 人
権
相
談
所

　（
13:00～

16:00）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
B
地
域
）

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･

雑
誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

（
Ａ
地
域
）

■
あ
い
さ
つ
の
日

☀
キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト（
3～
6年
）

　（
16:0

0～
17:0

0）

Ⓖ
 資
源
カ
ン
･資
源
ビ
ン
･新
聞
･雑

誌
･ダ
ン
ボ
ー
ル
･不
燃
ご
み

　（
C
地
域
）

星
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
加
藤
病
院

9
1
0

11
 （
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）1

2
1
3

1
4

1
5

☀
キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
（
3・
4年
）

　（
15:30～

17:00）
☀
キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　（
5・
6年
）
16:00～

17:00
☀
 キ
ッ
ズ
☆
ア
ー
ト（
1～
2年
）

16:00～
17:00

☀
 サ
ポ
セ
ン
畑
（
芋
・
夏
野
菜

苗
植
え
）（
10:00～

11:30）

☀
 親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
ミ
ニ
読
書
会

（
10:0

0～
13:0

0）

邑
智
病
院
、
天
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
6

1
7
  

1
8

 （
会
館・図

書
館
休
館
日
）1

9
2
0

2
1

2
2
  

■
し
ま
ね
家
庭
の
日

■
 登
記
相
談
日

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
会
議
室
）

☀
 キ
ッ
ズ
☆
キ
ッ
チ
ン
（
5・
6年
）

15:30～
17:00

☀
キ
ッ
ズ
☆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　（
3･4年

）
16:00～

17:00
■
食
育
の
日

☀
 親
子
ア
ート
デ
ー
＆ミ
ニ
読
書
会

（
10:00～

11:30）

♥
妊
婦
・
乳
幼
児
相
談

　（
10:00～

11:00）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

♥
成
人
相
談（
11:00～

11:30）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

☀
 キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
1
～
2年
）

16:00
～
17:00

■
 し
ま
ね
西
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
個
別
相
談
会

　（
11:00～

16:00）
会
館
中
会
議
室

　（
要
予
約
・
役
場
健
康
福
祉
課

　
 ☎
72－

0633）
前
眼
科
医
院
、
波
多
野
診
療
所

2
3

2
4

2
5
（
会
館
・
図
書
館
休
館
日
）2

6
2
7

2
8

2
9

♥
 健
康
相
談

　（
北
公
民
館
9:30～

10:30）　
　（
親
和
集
会
所
10:45～

11:15）
　（
西
公
民
館
13:30～

14:00）

☀
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

　（
10:00～

11:30）
☀
 親
子
う
ん
ど
う
教
室
＆
身
体

測
定
（
10:00～

11:30）
◇
図
書
館
お
楽
し
み
D
ay

　（
10:00～

11:00）

☀
お
は
な
し
図
書
館
デ
ー

　（
10:00～

11:30)
☀
 キ
ッ
ズ
☆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
3～
6年
）
16:00～

17:00

三
上
医
院
、
加
藤
病
院

3
0

☀
  ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン（
10:00～

）
　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

邑
智
病
院
、
秦
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
月

火
水

木
金

土

く
ら
し
の
情
報カ
レ
ン
ダ
ー

6
月

《
5
月
の
納
税
》

◆
軽
自
動
車
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

《
6
月
の
納
税
》

◆
町
県
民
税

◆
国
民
健
康
保
険
税
 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

※
 町
税
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
まし
ょう
。

６
月
４
日
～
１０
日
は「
歯
の
衛
生
週
間
」
で
す

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
健
康
へ
の
第
一
歩
で
す！

正
し
い
歯
み
が
き
と
定
期
検
診
で
、
お
口
の
中
か
ら
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
☆

６
/ １（

土
）
 ９
：
30～

11：
00 

６
/ ７（

金
）
17：

00～
19：

00
６
/21（

金
）
 ９
：
30～

11：
00 

※
要
予
約
　
県
央
保
健
所

　
医
事
・
難
病
支
援
課
0854－

84－
9826 

「
健
康
は
 食
か
ら
 歯
か
ら
 元
気
か
ら
」  (2013年

度
標
語
)

1. 歯
と
歯
の
間

2. 歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目

3. 奥
歯
の
噛
み
合
わ
せ

●
ス
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
法

90°

毛
先
を
歯
に
直
角
に
あ
て

小
さ
く
往
復
運
動
さ
せ
る

●
 歯
垢
の
た
ま
り

や
す
い
と
こ
ろ

相
談
・
検
査
料

無
料
 

㊫
：
学
校
行
事
関
係

☀
：
 サ
ポ
セ
ン
行
事

　
　（
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

♥
：
健
康
相
談
・
検
診
（
健
康
福
祉
課
）

◇
：
図
書
館
関
係

♪
：
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
行
事

■
：
一
般
行
事
　

：
保
育
所
行
事

：
休
日
診
療
情
報（
10：
00～
16：
00）

Ⓖ
：
 ゴ
ミ
収
集

Ａ
地
域
（
 木
路
原
･
日
の
出
･
上
新
町
･
中
新
町
･
下
新
町
･
元
町
･
本
町
･

天
神
町
･
谷
･
市
井
原
･
長
原
･
矢
谷
･
芋
畑
･
双
葉
･
中
倉
･
日
向
）

Ｂ
地
域
（
 因
原
･
三
大
字
･
多
田
･
久
座
仁
･
谷
戸
･
三
島
･
笹
畑
）

Ｃ
地
域
（
 西
･
八
幡
･
三
原
･田
窪
･
南
佐
木
･
親
和
･
湯
谷
･
三
俣
）

〔
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
〕 

毎
週
火
曜
日
･
金
曜
日
 （
町
内
全
域
）

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
 （
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集
日
〕 

毎
週
木
曜
日
 

（
町
内
全
域
）

〔
容
器
包
装
 紙
の
収
集
日
〕 

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
 （
町
内
全
域
）

男女共同参画カルタより
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川本町の人口 平成25年5月1日現在
※（　）は前月との増減

※１　住民基本台帳を基にした、平成25年4月中の異動状況

3,648人
（＋5人）

合 　　計 男 1,696人（＋ 5人）
女 1,952人（ 0人）

転　入　28人 出　生　 0人 その他　 0人

転　出　15人 死　亡　 8人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,542人
うち15歳未満  326人
世帯数 1,782戸

広　告

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

☆日時　毎週･日曜日　午前10時�～�午後３時
☆場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
☆担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約�
　�(正式に事件をご依頼頂いた場合は別途弁護士費用が発生します)

（相 談 料）�平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容）�○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
� ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
� （駐車場有り）
TEL0854-83-7780
FAX0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

広　告

●ローソン

●
一畑
トラベル

★ ●
中央信金

R9
山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

（14）平成25年５月20日発行  広報かわもと №505

川本保育所の園庭内の田んぼで田植えを行いました。伊藤義武さん・悦子さん夫妻の協力で、子どもたち、一人一人
が苗を１本ずつ植えました。元気に成長して、秋にはおいしいお米になるといいですね。� photo：2013.5.8

例年より寒い日が続いていましたが、ようやく暖かいと実感できるようになりました。これからの時季は色々な
イベントがありますので、随時、広報していきます。また、町の公式フェイスブックやホームページでも情報発信
していきますので、こちらもよろしくお願いします。� （大友）
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広
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も
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５
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№
505

平
成

25年
５

月
20日

発
行

「広報かわもと」では、広告を募集しています。
１．広告１（１段サイズ）�縦55mm×横170mm
� 5,000円（町外10,000円）
２．広告２（半サイズ）　縦55mm×横85mm
� 2,500円（町外 5,000円）
３．広告３（1/3サイズ）�縦55mm×横55mm
� 1,500円（町外 3,000円）
※掲載位置は広報かわもとの各紙面の下部
【詳しくは】 川本町役場　まちづくり推進課
 ☎0855－72－0634

編
集
後記

広告を募集します！


